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はじめに
　敬和学園大学にはニュートンが万有引力の法則を発見するきっかけとなっ
た「ニュートンのりんごの木」の子孫にあたる木が植えられている。このり
んごの木は秋田県果樹試験場から苗木を分けていただいたもので、聖籠町産
のりんごの木と一緒に植えてある。敬和学園大学に学ぶ学生への「ニュート
ンのように世界をリードする人材が育ってほしい」という願いが込められて
いるという（D。また敬和学園大学の所在地である新発田市の新潟県立西新発
田高校は創立100周年を迎えた2002年に「二つの林檎」と題するりんごを手
にした少女の彫像を設置した。この彫像の制作者である細野氏は「少女が手
にしている林檎はアダムとイブの物語に出て来る林檎です。これは（中略）
生命の話と理解してください。そしてもう一つの林檎はニュートンが万有引
力を発見したときの林檎です。これは学問のテーマと致しましょう。一つは
生命の問題であり、一つは学問のことです。この大切な二つの事を学ぶとこ
ろが学校であると考えています」と解説している②。このように「りんご」
という一つの表象をキーワードに、ヘブライ神話一厳密にはその解釈一と科
学史上の重大な発見一厳密にはそれにまつわる逸話一が並列的に語られるこ
とが多い。ここに宗教と科学という分野におけるイメージの共有が見られ、
興味深い。
　本稿では、2002年度に演習で学生たちと学んだことをもとに、りんごに付
与されてきたイメV一ジを少し掘り下げて考察してみたい。りんごについては、
すでにりんご文学アンソロジーとも言える北嶋廣敏著r林檎学大全』全3巻③
があり、長野県三水村の三水アップルミュージアムでは、りんごの歴史を示
すパネルからりんごを印刷したスーパーの袋に至るまで、数は多くないにし
てもりんごにまつわる品々が展示されており、また、ある程度りんごの歴史
をたどれるようなホームページも開設している。
　本稿は北嶋の収集した広範なりんご文学のひとつひとつにあたるものでは
ないが、りんごのイメージの神髄を形成する創世記第3章のエデンの園の善
悪の知識の木と、楽園ヘスペリデスの園のりんごに代表されるギリシア神話
に登場するりんごについて主に考察したい。それは、りんごに関しては原点
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とも言えるふたつの神話には興味深い共通点と相違点があるからである。
アダムとイブのりんご
　エデンの園に植えられていた善悪の知識の木がりんごの木であったという
記載は聖書にはない。その木が何の木であったかという問題は、古来より多
くの人々を刺激し続け、ラビ達もそれについて論争していたと言われる。い
つ頃からりんごに定まったのかは明らかではないが、felix　culpa（幸福な堕
罪）と言われる人の堕罪の原因となった果実は、ニュートン（1642－1727）
の万有引力の法則発見と相侯って、りんご以外にはもはや考えられないので
はないだろうか。すなわち、堕罪という落下のイメージが、ニュートンがり
んごの落下を見て、引力の法則を考えるに至るという逸話と見事に符合する
のである。このような人間の、そして事物の落下は、すべてを支配する絶対
者の御手の中にあるというイメージをリルケは「秋」という詩で表わしてい
る。
木の葉が落ちる落ちる遠くからのように
大空の遠い園生が枯れたように
木の葉は否定の身ぶりで落ちる
そして夜々には重たい地球が
あらゆる星の群れから　寂客のなかへ落ちる
われわれはみんな落ちる　この手も落ちる
ほかをごらん　落下はすべてにあるのだ
けれども　ただひとり　この落下を
限りなくやさしく　その両手に支えている者があるω
木の葉の落下は、重力の影響で起ることは誰もが知るところであるが、ここ
で注目すべき点は地球の落下である。「重たい地球があらゆる星の群から寂
蓼のなかへ落ちる」とは、他でもない人間の堕罪を意味する。さらに人間だ
けではなく地球までもがその責めを負い、地球のみが沈黙の惑星となり、天
球の音楽を奏でることができないという中世からの世界観があった。しかし
ながら、キリスト教の教義では、その落下を支えるのが、あの禁止を命じ、
人類救済のために独り子を世に賜った神なのである。これがfelix　cUlpaの概
念である。
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　それでは、知識の木の実としてりんごが選ばれるに至った経緯を見てみよ
う。知識の木の実がりんごに定まったのはミルトンの『楽園の喪失』（1667、
74）に依るという説がある（5｝。
この美しいりんごの実をなんとしても食べたい、
そういう強い欲望を満たすために、なにをも
ためらうまいと決意いたしました。　（r楽園の喪失』第9巻584－586（6））
確かにミルトンは創世記の物語を再現するにあたり、はっきりと木の実をり
んごとしているものの、ミルトン以前にすでに知識の木の実をりんごで表わ
す人々は数多くあり、ミルトンまでにはほとんど知識の木はりんごであると
いう解釈が一般的であったようである。しかしこれは、先に述べたようにニ
ュートンが万有引力の法則の基本的な考え方をまとめた年とほぼ一致してお
り、これまでにないインパクトを持って、りんごが落下（fall）というイメ
ージで人々に訴えたことは想像に難くない⑦。球形の赤い実は見た目に美し
く食欲をそそるという点で、誘惑者としての資質を充分に備えており、また
同時にリルケの詩で語られているもう一つの球形、すなわち地球へとイメー
ジはつながる。
　創世記に話は戻るが、第2章、第3章にはエデンの園における神から人へ
の唯一の禁止と蛇の誘惑による人の堕罪とが記されている。
主なる神は人を連れて来て、エデンの園に住まわせ、人がそこを耕し、
守るようにされた。主なる神は人に命じて言われた。
「園のすべての木から取って食べなさい。ただし、善悪の知識の木から
は、決して食べてはならない。食べると必ず死んでしまう。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2：15－18）
園の中央に生えている木の果実はりんごであるとする説のひとつの根拠は、
ラテン語でりんごを表わすma1㎜という言葉は、短母音、長母音の違いこそ
あれ、f悪」を意味する言葉でもあるということである。創世記第2、3章
で「果実」を表わす言葉はすべてfructusであるが、第3章第5節のscientes
bOnum　et　malum（あなた方は善悪を知るであろう）という言葉のmalumがり
んごを意味するmalumを連想させることは容易である。たとえばナンシマ・
エコーム・バーカートは『白雪姫と七人の小人たち』の挿絵の中で、二重の
意味を込めてりんごに大きくmalumと書いている｛s｝。
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　しかし、りんごの議論は聖書がラテン語に訳される前からラビ達の間の論
争の的になっている。「リンゴ説が多く、その他ブシュカン（Citrus・medica）説
アンズ説、カリン説、イチジク説など幾世紀の間に一応出揃っていた（9）j。
りんご説が多い中でイチジク説も強力であったということである。その根拠
としてハインツ；モーアは、古代におけるいちじくの持つ性的な意味合い、
罪（p㏄care）はヘブライ語のいちじく（peg）に由来するという通俗語源説、そし
て、アダムとイブが腰にいちじくの葉を綴り合わせたという記事を挙げてい
る㈲。確かに古代ユダヤの彫刻物の中には、いちじくを知識の木とするレ
リー一一一フがある。しかし、いちじく説には問題がある。アダムとイブが知識の
木の実を食べた後、「二人の目は開け、自分たちが裸であることを知り、二
人はいちじくの葉をつづり合わせ、腰を覆うものとした」（3：7）とあるので、
おそらく意識的に知識の木の名前を挙げないでおいた聖書記者が、ここに来
て、その木の名前を不用意にあげるということは考えがたい。したがってい
ちじくの木は、知識の木のそばにあったものであっても、同一の木と見なす
ことは困難であるので、この説は退けたい。なお、オレンジ（Citrus　sinensis）
を指すという説は、オレンジはごく近年に渡来した果樹で聖書時代になかっ
たので退けながらも、大槻は「Tappuahの語は聖書に何回も現れ、独・英・
和いずれもリンゴと訳したω」として、興味深いブシュカン説を紹介して
いる。
ラビ達の間では、ミカン類のブシュカン（Citms　medica）が一名「アダム
のリンゴ」と呼ばれ、古くから聖地にあったので問題となった。表面に
凹凸の多い不格好な形をしている。エバがまず表面の柔らかい所を食べ
て、残りをアダムに与へ、中の芯の部分はアダムも噛み切れず無理に呑
み込もうとしたので、今でも男子には喉仏が残ったという話もあるω。
英語でも「喉仏」はAdam’s　appleであるから、ユダヤではブシュカンが「ア
ダムのりんご」すなわち「喉仏」と呼ばれていたとしても、りんごの場合と
同様、知識の木がブシュカンであったという説の根拠にはならない。しかし、
オレンジやりんごほど「いかにもおいしそうで、目をひきつけ」（3：6）るわ
けではないにしろ、ブシュカンもその色彩において後に考察する「黄金のり
んご」をイメージさせるものとしては興味深い説ではある。
　さらに、りんごは聖書の中では、筑言、雅歌、ヨエル書に出て来る。特に
雅歌は男女の愛を歌った詩歌であるが、その中でりんごは恋人やその息の甘
い香りを喩えるもの（雅歌2：3，7：9－10）、あるいは恋煩いを癒してくれるも
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の（雅歌2：5）として現れ、レバノン杉、ゆり、ぶどうと並んで、見た目の
美しさや、香りの良さという特質から恋人のメタファーとして好まれたよう
である。また、次の歌に描かれている恋人達の性愛の証人となったりんごの
木は、アダムとイブの目を開かせて、お互いを性愛の対象として見るに至ら
せたという果実を与えたあの創世記の知識の木を彷佛とさせるものである。
りんごの木の下で
　　わたしはあなたを呼びさましましょう。
あなたの母もここであなたをみこもりました。
あなたを産んだ方も
　　ここであなたをみこもりました。 （雅歌8：5）
他方、ヨエル書第1章はいなごによる荒廃を歌っているが、ぶどうやいちじ
くやオリーブの木同様にりんごの木も衰え、実をつけることがなくなったと
嘆いている。
ぶどうの木は枯れ尽くし、いちじくの木は衰え、
ざくろも、なつめやしも、りんごも
野の木はすべて実をつけることなく
人々の楽しみは枯れ尽くした。 （ヨエル書1：12）
「りんご」と訳された果実は人々の生活と密着して楽しみを与える果実とし
て認められていたと言えよう。さらに、箴言では「時宜にかなって語られる
言葉は銀細工に付けられた金のりんご。聞き分ける耳に与えられる賢い懲ら
しめは金の輪、純金の飾り」（25：11－12）というように、金のりんごは金の
輪や純金の飾りと並んで、美しく貴重なもののメタファーとなっている。イ
スラエルの人々にとって、りんごは生活に密着しながらも、その形や香り、
風味において、かけがえのないものを表わすメタファーとなりうる果実であ
ったと言うことができよう。また、雅歌との関連で見るとき、性愛の始まり
を記すとも言える創世記第3章の知識の木がりんごの木であったと仮定する
とき、いちじくやブシュカンでは得られないイメージの豊かさがこの愛の詩
に添えられることは間違いない。
　時代は下るが、美術史においても知識の木に関してはさまざまな解釈があ
ることがわかる。アダムとイブを題材とした美術作品はルネサンス期に数多
く登場する。画家達が知識の木をどのように解釈していたか、ルネサンスの
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図版1　マゾリーノ
絵画を何点か比較検討したい。
　まず初めに、イタリア・ルネサンスのマゾリー
ノの「地上の楽園とアダムとエヴァ」（1424125－27）
では木にからみつく女の顔をした蛇がおり、解説
ではエヴァが「禁断の木の実（ここでは林檎であ
ろう）をとって食べようとしている」と、禁断の
木の実は林檎であると断っている（13）。しかし、
木になっている果実は確かに赤みを帯びた丸い実
であるが、葉がりんごではないようである。（図
版1）盛期イタリア・ルネサンスのミケランジェ
ロの「原罪と楽園追放」（1510）でも、誘惑者は
上半身が女の姿をした蛇であるが、木の葉は印象
深く描かれているものの、実は木の間や誘惑者と
イブの手の中に隠れて見えなくなっている。（図
版2）葉からしていちじくであろうかと思われる。
なお、システィーナ礼拝堂の天井画では、中心部
に描かれた「光と闇の創造」から「ノアの泥酔」
までの9枚の絵の四隅に、着席した人々が配置さ
れている。この人々の脇や後ろ側に袋や布に包ん
だ形でどんぐりのようなブナ科の実らしきもの
と、先の「原罪と楽園追放」の絵の知識の木の葉
図版2　ミケランジェロ
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図版3　ラファエロ 図版4　ヒューホ
と似た葉が見え隠れしている（14）。この葉の緑色と袋や布に包まれた上から
感じられる質感がモチーフとして「青銅の蛇」へと続いていくように思われ
る。またミケランジェロの直前にラファエロが「アダムとエヴァ」（1508－09）
を制作している。ここでも上半身が女の蛇が登場し、ミケランジェロと同じ
木の葉が描かれており、イブはどんぐり型の木の実を親指と人差し指の間に
はさんでアダムに見せている。（図版3）これらイタリア・ルネサンスの画
家達の作品からは、蛇の描写に強烈な類似性が見られる反面、知識の木の実
に関しては一定の解釈があったとは思われない。ラファエロ、ミケランジェ
ロに至ってはりんご説を採っていないことがはっきりとわかる。
　他方ネーデルラント、ドイツの北方ルネサンスの画家はどうであろうか。
ヒューホの「原罪とキリストの死への哀悼」（1470年頃）では、誘惑者は女
の顔をしたトカゲのような爬虫類であり、片手にりんごを持ったイブが、も
う一方の手で新たにりんごを摘もうとしている。（図版4）ヒューホより30
年ほどさかのぼった1430年代にファン・エイクによって作製されたゲント祭
壇画の「アダムとエヴァ」ではイブが干し柿に似たぶつぶつの木の実を手に
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図版5　ファン・エイク 図版6　デューラー
している。（図版5）また、ボスの三連祭壇画の「干草の車」（1485－1505）
では、イブが片手に果実を持ち、木の上の女の顔をした蛇がりんごと思われ
る果実をアダムに差し出している。さらにデューラーは銅版と油彩と木版で
「アダムとエヴァ」を残しているが、1507年の油彩画では、アダムもイブも
赤いりんごの実を手にしている。（図版6）1504年の銅板画では葉が1507年
のりんごの木の葉とは少し違うが、その丸い果実はりんごに見える。（図版
7）1510年頃の作とされる木版画でも明らかに果実はりんごであるとわかる。
時代が下がってクラーナハの「アダムとエヴァ」（1528）でも果実はやはり
りんごである。（図版8）このように北方ルネサンスの作家達にとって禁断
の木の実をりんごとする解釈が一般に受け入れられていたと思われる。この
ことはイタリアと違って、ドイツやネーデルラントなど天候の温暖でない地
域においては、りんごが最も身近な果実であったことがひとつの根拠となっ
ているに違いない。このように考えると、ハインツ＝モーアの「楽園の知恵
の木は、作者の出身地の風土にしたがってりんご、いちじく、さくら、ぶど
う（たとえばブルゴーニュ）あるいは空想の実のなる木であることが認めら
